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第
25
期
「
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）
養
成
講
座
」
が
、

２
月
３
日
に
修
了
し
た
。
昨
年
９
月
11
日
、
12

日
の
第
一
課
程
（
講
義
主
体
）
に
始
ま
り
、
第

二
課
程
（
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
が
９
月
～
12
月
、

第
三
課
程
（
演
習
主
体
）
は
今
年
１
月
16
日
、

17
日
、
そ
し
て
第
四
課
程
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
）の
２
月
３
日
を
も
っ
て
、全
課
程
が
修
了
し
た
。

　

同
講
座
で
は
、
伝
統
的
な
Ｉ
Ｓ
Ｍ
理
論
に
、

Ｗ
ｅ
ｂ
・
モ
バ
イ
ル
と
の
「
Ｏ
２
Ｏ
（O

nline 
to O

ffl
ine

）」
の
考
え
方
を
プ
ラ
ス
し
、
店
内

展
開
と
店
外
施
策
を
融
合
し
た
『
新
視
点
Ｉ

Ｓ
Ｍ
』
を
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
法
で
習
得
す
る
。

最
終
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
実
践
さ

な
が
ら
に
課
題
商
品
の
Ｏ
２
Ｏ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
施
策
（
ネ
ッ
ト
系
展
開
）
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
。

　

第
25
期
の
受
講
者
は
29
名
、
う
ち
、
全
課

程
35
単
位
の
う
ち
28
単
位
以
上
を
履
修
し
た

25
人
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　

２
月
３
日（
月
）に
行
わ
れ
た
第
四
課
程
「
卒

業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」。
テ
ー
マ
（
商
品
）

は
「
リ
ン
ス
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
」。
受
講

生
は
Ａ
～
Ｅ
ま
で
５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
１
チ

ー
ム
制
限
時
間
15
分
の
時
間
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
会
場
に
は
、
受
講
生
の

上
司
の
方
々
も
参
加
し
、
各
チ
ー
ム
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
は
、
制
約
さ
れ
た
時
間
の

中
で
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
力
の
こ
も

っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
、
講
師
の
坂
井
田

稲
之
氏
か
ら
講
評
が
述
べ
ら
れ
、
課
題
と
成

果
を
評
し
、
励
ま
し
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
明
治
大
学
専
門
職
大
学
院
グ
ロ

ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
（
日
本
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会
会
長
）

の
上
原
征
彦
氏
に
よ
る
卒
業
記
念
講
演
「
Ｉ

Ｓ
Ｍ
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
課
題
」
が
行
わ
れ

た
。「
新
し
い
売
り
場
の
台
頭
、
質
的
に
進
化

す
る
売
り
場
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
方
向
は
「『
客

を
集
め
る
』
か
ら
『
客
に
近
づ
く
』
へ
」
と
変

化
し
て
い
く
。
具
体
的
に
、
売
り
場
は
ど
う

変
化
し
て
い
く
か
、
例
え
ば
「
売
買
・
取
引

の
場
」
か
ら
「
価
値
共
創
の
場
」
へ
と
変
化

し
て
い
き
、
Ｉ
Ｓ
Ｍ
（
イ
ン
ス
ト
ア
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
）
も
変
容
し
、
提
案
内
容
も
変
わ
っ

て
い
く
と
、
話
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
講
演
終
了
後
に
、
修
了
証
書
の
授

与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

受
講
者
に
お
い
て
は
、
昨
年
９
月
か
ら
今

年
の
２
月
ま
で
と
長
い
期
間
で
の
講
座
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
に
多
く
の
収
穫
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
以
下
に
、
受
講
で
学
び
得
た
こ
と

を
少
し
列
記
す
る
。

○
売
り
場
へ
の
貢
献
、
バ
イ
ヤ
ー
が
喜
ぶ
考
え

方
・
売
り
方
を
考
え
る
重
要
性
を
体
系
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
実
務
に
ぜ

ひ
活
か
し
て
い
き
た
い
。

○
Ｉ
Ｓ
Ｍ
に
お
け
る
“
買
い
”
や
“
流
通
事

情
”へ
の
意
識
が
、
講
座
を
通
じ
て
高
ま
り
、

今
後
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
に
つ
い
て
「
何

が
本
質
か
」
を
考
え
る
良
い
礎
に
な
り
ま

し
た
。

○
講
座
と
ホ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
こ
れ
ま
で
分
か

り
つ
つ
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
め
て
い
な

か
っ
た
「
ブ
ラ
ン
ド
価
値
＋
売
り
場
の
価
値
」

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
。

○
店
頭
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
購
買
」
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
さ
ら
に

流
通
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
、
生
活
者

に
響
く
施
策
を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

　

日
々
の
現
場
の
仕
事
で
は
、
断
片
的
に
作

業
す
る
こ
と
が
多
い
な
か
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

全
体
を
通
し
て
の
企
画
・
設
計
が
で
き
た
こ
と

は
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
今
後
活
か
し
て
い

き
た
い
と
す
る
声
が
多
か
っ
た
。
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●
イ
ン
ス
ト
ア・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
体
系
的
に
─
─

ネ
ッ
ト
展
開
を
組
み
込
ん
だ
企
画
を

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
法
で
習
得
す
る

坂井田稲之氏
日本プロモーショナル・
マーケティング協会　専務理事

大橋和幸氏
エムディ・ソリューションズ　
代表取締役

松本健児氏
スピン　
専務取締役 ISM 事業本部本部長

伊藤浩一氏
ＤＮＰメディアクリエイト　
クロスメディア事業開発本部本部長

村井 潤氏
コナミデジタルエンタテインメント　
事業推進本部

村田一朗氏
トッパンアイデアセンター　マーケティング
本部マーケティング企画部部長

■ 各 チ ー ム の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 内 容 ■

Course

第

 

期
Ｉ
Ｓ
Ｍ 

養
成
講
座

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
＆
修
了
式

受
講
者
が
学
び
得
た
こ
と

■ 講 師 陣 ■

チーム
B そごう・西武  

大日本印刷
電通テック
電通テック
ニベア花王
博報堂プロダクツ

野本　久  
吉田昴平
柏崎千佳
渡邉吏樹	
原口みちる
間宮　尊

チーム
A 味の素コミュニケーションズ

DNPメディアクリエイト
電通テック
電通テック
博報堂プロダクツ
美工

村岡　現
青山　茜
恩地紗代子
片原琢久矢
兼重尚稔
小貫　弘

チーム
E 笹徳印刷　

そごう・西武
大日本印刷 
電通テック
美工

磯　正臣
高橋　衛
高鍬美聡 
笹本祐馬
手塚慎太郎

チーム
D 味の素コミュニケーションズ

大日本印刷　
電通テック
電通テック　
美工
ヒロモリ

杉山昌輝
市川宏隆	 　
松本向平
山崎洋輔　
別所　武
鈴木ひとみ

チーム
C 味の素コミュニケーションズ

大日本印刷
電通テック
電通テック　　
博報堂プロダクツ
ヒロモリ

新井由美子 
仙波大輔	
堤　悠
宮崎弘晶
小島彰朗
松原真由美

上原征彦氏による卒業記念講演

プレゼン風景

修了証書の授与式から

修了証書を授与する
JPM教育委員会委員長の
堀井誠一郎氏（東北新社）
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第
２
回
目
、
第
１
部
の
講
師
は
、
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ

の
吉
田
賢
治
氏
（
執
行
役
員 

人
材
戦
力
化
推
進
室
長
）。

テ
ー
マ
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
変
化
と
内
制
力
」。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
ト
ー
タ
ル
化
が
、

内
制
力
を
高
め
て
い
る

　
「
内
制
力
と
は
、
①
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
、
社
内
の
企
画
・

技
術
力
に
転
換
し
、
自
社
の
仕
事
で
、
で
き
る
形
に
す
る

こ
と
。
②
仕
事
の
品
質
と
生
産
性
を
上
げ
、
コ
ス
ト
と
ス

ピ
ー
ド
競
争
力
、
効
率
性
を
高
め
、
よ
り
高
い
収
益
を
生

み
出
す
こ
と
。
こ
の
２
つ
を
社
内
で
完
結
で
き
る
能
力
の

こ
と
で
す
。

　

現
在
、
こ
れ
ら
を
社
内
で
完
結
で
き
る
の
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
環
境
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
、「
誰
が
“
お
客
さ
ん
”
な
の
か

が
わ
か
り
」「
購
買
（
見
込
層
）
の
プ
ロ
セ
ス
が
わ
か
り
、

ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
」
に
な
り
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
本
格
化
し
た
。
つ
ま
り
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

　

第
４
回
は
、
売
り
場
展
開
に
お
け
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー

ジ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
展
開
）
の
実
施
運
営
上
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
示
す
。（
図
参
照
）

　

第
一
に
、
得
意
先
と
小
売
り
で
合
意
す
る
「
売
り
場
展

開
に
関
す
る
取
り
決
め
」
と
役
割
分
担
に
関
す
る
「
業
務

範
囲
」
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。
具
体
的
に
は
、「
①

得
意
先
へ
の
小
売
り
本
部
提
案
の
支
援
」、「
②
小
売
り
と

の
取
り
決
め
の
確
認
」、「
③
請
負
業
務
契
約
」
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
表
現
計
画
を
効
果
的
に
実
現
す
る
必
要
か

ら
、
敢
え
て
「
表
現
に
最
適
な
端
末
選
定
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
取
り
上
げ
る
。
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
型
展
開
で
は
、

端
末
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
高
く
な
る
ほ
ど
費
用
も
増

え
、
さ
ら
に
人
的
対
応
も
必
要
と
な
る
。
コ
ス
ト
効
率
の

視
点
を
も
っ
た
表
現
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
計
画
と
運
用
管
理

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
必
然
的
に
、
第
三
の
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
型
の

運
営
管
理
」
体
制
が
求
め
ら
れ
る
。
売
り
場
展
開
で
の

「
①
端
末
の
設
置
管
理
」、「
②
実
施
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」、
実

施
状
況
や
客
・
店
の
評
価
等
を
把
握
す
る
「
③
実
施
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
」、
動
機
づ
け
を
最
適
化
す
る
「
④
コ
ン
テ
ン

ツ
調
整
管
理
」
の
方
法
を
持
つ
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
ま
と
め
て
言
え
ば
、「
売
り
場
展
開
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
複
数
の
専
門
機
能
を
束
ね
る
統
括
機
能

を
持
つ
」
こ
と
が
、
取
り
組
み
上
の
最
大
の
焦
点
と
な
る
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
、
得
意
先
お
よ

び
企
業
同
士
で
の
協
働
体
制
（
役
割
と
責
任
）
を
い
か
に

構
築
す
る
か
、
売
り
場
展
開
に
お
け
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
取
り
組
み
方
法
が
求
め
ら
れ
る
。

■
取
材
協
力
：
オ
リ
オ
ン
Ｓ
Ｐ（
株
）／（
株
）ド
ゥ
ハ
ウ
ス

　

前
号
に
続
き
、「『
仕
事
を
創
る
人
』
を
つ
く
る
」
講
座
、

そ
の
第
２
回
目
の
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
す
る
。

ン
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
で
、「
今
の
専
門
分
野
」
に
要
求
さ
れ
る
幅

は
拡
が
り
、
周
辺
領
域
を
巻
き
込
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
、「
購
買
数
値
目
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
達
成
に

向
け
、
リ
ア
ル
、
デ
ジ
タ
ル
領
域
に
数
あ
る
タ
ッ
チ
ポ
イ

ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
、
見
込
客
到
達
を
最
適
化
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
い
、
効
果
を
測
定
し
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
ま
わ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ス
広
告
は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
手
法
」
と
捉
え
て
き
て
い
ま
す
。 

　

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
化
に
よ
っ
て
、
企
画
は
、
総
体
と
し

て
束
ね
ら
れ
、
シ
ン
プ
ル
な
ア
イ
デ
ア
・
表
現
が
求
め
ら
れ
、

コ
ア
ア
イ
デ
ア
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

発
注
一
回
あ
た
り
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
一
回
あ
た
り
）
の
、

造
り
も
の
が
盛
り
だ
く
さ
ん
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期

と
工
程
管
理
を
把
握
し
、 

ク
ロ
ス
さ
せ
る
機
能
＝
持
ち
場

の
周
辺
知
見
を
持
ち
、
全
体
整
合
を
図
る
必
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
元
請
け
責
任
と
機
密
管
理
は

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
コ
ン
テ
ン
ツ
（
企
画
、
表
現
）、
仕
組

み
づ
く
り
、
製
造
の
分
業
時
代
は
終
わ
っ
た
。
つ
ま
り “
あ

と
よ
ろ
”
と
“
丸
投
げ
”
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
コ
ン
テ
ン
ツ
（
企
画
～
表
現
）
を
つ
く
る
人
は
、

仕
組
み
（
最
適
購
買
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ク
ス
）
を
、
目
標
に

応
じ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
◎
ど
う
や
っ
て
作
る
の
？
い
つ
ま
で
か
か
る
？ 

◎
い
く
ら
か
か
る
？ 

こ
れ
を
即
答
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
同
時
に
、
製
作
・
製
造
者
に
も
、
周
辺
領
域
の
知
識

と
問
題
解
決
を
得
意
先
か
ら
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

製
造
物
付
加
価
値
と
し
て
、
新
し
い
生
活
価
値 

（
買
う
を

創
る
）
を
考
え
出
し
、
環
境
変
化
を
取
り
入
れ
、
技
術
で

体
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

内
制
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
す
め
る
体
制
と

人
材
と
は

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
内
制
力
を
整
理
す
る
と
、

①
組
織
と
人
材
が
、
お
客
さ
ん
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
「
そ

の
商
品
な
ら
で
は
の
」「
買
う
」
を
発
案
し
、
ア
イ
デ
ア
、

企
画
を
生
み
、「
具
体
化
（
が
見
え
る
）」
ま
で
を
完
結
す

る
こ
と
。
②
具
体
製
作
の
プ
ロ
セ
ス
で
、
つ
ね
に
品
質
、

生
産
性
を
高
め
、
か
つ
ミ
ス
・
事
故
を
ゼ
ロ
化
し
、
利
益

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
。
こ
の
２
つ
の
力
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
求
め
ら
れ
る
の
が
、「
Ｔ
字
型
対
応
力
」
で
す
。

Ｔ
字
の
上
の
横
軸
に
「
幅
広
い
解
決
策
」、
縦
軸
に
「
実

吉田賢治氏

〈
サ
イ
ン
委
員
会
〉

（
つ
づ
く
）

第　

回 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

「『
仕
事
を
創
る
人
』を
つ
く
る
」講
座〈
第
２
回
目
〉

「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
変
化
と
内
制
力
」と「
想
像
心
を
磨
く
」

Course

「
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
変
化
と
内
制
力
」

吉
田 

賢
治 

氏 

（
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
）

12 複
数
の
専
門
性
を
束
ね
る「
統
括
機
能
」が
決
め
手

Promotion Method

Ｐ
Ｏ
Ｐ
サ
イ
ネ
ー
ジ
④ 

売
り
場
展
開
に
お
け
る
端
末
選
定
と
運
営
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

①得意先の小売り本部提案への支援
□「売り場展開提案書」の作成
（売り場展開の目的、狙い、実施対象店舗、実施場所、展開イメージパース）

□ POPサイネージの設置
（端末仕様・製品見本、設置者、設置・撤去日時、設置に関する
協力依頼事項など）

□ POPサイネージの端末メンテナンス
（コンテンツ納品・切り替え、モニタリング、不具合・故障への
対応体制など）

□「売り場展開」に関する得意先同行＆提案支援

表現最適な端末選定のガイドライン

①売り場展開に応じて、端末サイズを決める
□定番　商品サイズに応じて、4型～10型
□エンド・大量陳列　演出方法に応じて、7型～27型
□特別什器　構造・商品に応じて、7型～20型

②コンテンツに応じて端末の機能を決める
□映像・画像の再生方法　ex.自動再生、リピート再生
□音声　ex.スピーカー搭載機種
□画質

③コンテンツの切り替え方法に応じて端末を選ぶ
□時期によってコンテンツを差し替える

ex.USBでデータ更新（人的な対応体制を整備）
□インタラクティブな訴求 or 多種類の情報を伝達

ex.タッチパネル式端末
□タイムリーにコンテンツを差し替える

ex.配信時間設定機能のある端末
ex.WiFi機能付きの端末、タブレット端末など

（オンライン配信、稼働確認が可能）
⇒機能が高くなるほどコストが高まるので、実施の
目的に対応して、最適な選択が必要。

④端末の契約
□契約方式

・購入　資産管理として会計処理が必要。
・レンタル　実施期間だけ借りる便利な方法。

□契約主体
・直接契約する
・得意先が契約する（機器メーカーを紹介）

ＰＤＣＡ型の運営管理ガイドライン

①端末の設置管理
フィールド会社や端末会社に依頼する場合
□「設置計画書」の入手、得意先への提出・確認
（店舗別の設置日時、担当者、設置備品リスト、取付説明書、
店舗マネジャー、売り場主任）

□設置報告の管理、得意先への提出・確認
（報告方式、店舗側の確認印など）

②端末のメンテナンス
□コンテンツ切り替え

・USBでの更新、更新主体（得意先、事務局）
・ネットワークによる更新、更新主体（同上）

□端末の不具合・故障への対応（体制の整備）
・不具合：店舗→（得意先）→運営事務局
・故　障：店舗→（得意先）→運営事務局→取り換え、

送付（店舗側での対応の場合）
③実施モニタリング

□人的な対応（費用増）のため、稼働確認だけでなく、客の反応・
店舗側の評価などを含むＰＤＣＡ観点で点検・実証を検討する。

④コンテンツ調整管理
□コンテンツ修正・調整の体制

・客の反応や店舗側の評価に基づき、必要に応じ
改良する体制が必要。

・外注の場合、制作プロセス管理
（進捗状況、成果物の品質点検など）が必要。

□コンテンツ切り替え　②と同じ

②小売り本部との実施取り決めの確認
□実施店舗　店舗リスト、マネジャー、売り場主任
□実施場所　

定番、エンド・大量陳列の場所、規模、特別什器の設置場所
□実施期間　実施日時（一斉実施か、店舗別か）機器類の設置日

および撤去日
□設置主体　得意先の営業orフィールド・端末会社or店舗（端末を送付）
□各店舗の設置環境

電源、設置用金具など必要な備品類
③得意先との請負業務契約を交わす（①②含む業務範囲）

売り場展開に関する取り決め、業務範囲に関するガイドライン

売り場展開
POPサイネージ

端末選定と
運営管理



　

現
す
る
技
術
力
」
で
す
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
力
と
技
術
力

を
融
合
し
、
そ
の
幅
を
広
げ
・
深
め
て
ゆ
く
力
を
内
包
す

る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
は
、「
戦
略
家
と
職
人
」「
鳥
の
眼
と
虫
の
眼
」「
変

化
知
識
と
技
術
体
現
」「
企
画
発
想
と
具
現
化
」「
ア
イ
デ

ア
と
実
施
」「
設
計
と
土
木
建
設
」「
統
制
力
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」「
ル
ー
ル
・
規
定
と
フ
リ
ー
な
発
案
」「
正
確
な

報
告
と
柔
軟
性
の
あ
る
対
話
」
を
併
せ
持
つ
、
社
内
体
制

と
人
材
が
必
要
で
す
。

　

そ
し
て
、 

企
画
発
想
す
る
人
と
実
施
技
術
者
が
、「
お
客

さ
ん
が
“
買
う
た
め
に
は
”
を
、
同
じ
目
線
で
平
た
く
話

し
あ
う
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
目
指
す
志
と
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
も
つ
こ
と
で
す
。

　

で
は
、「
外
注
化
は
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
留
意
す
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
①
技
術
工
程
を
わ

か
っ
た
う
え
で
外
注
し
な
い
と
、
製
造
物
責
任
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
責
務
を
果
た
せ
な
い
。
②
意
味
と
価
値
が
何

か
を
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
絵
空
事
師
と
造
る
能
力
を

失
っ
た
職
人
と
化
し
て
し
ま
う
。
こ
の
２
つ
を
鍛
え
る
た

め
の
外
部
連
係
は
ど
ん
ど
ん
や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

結
論
は
、「
買
う
を
創
る
」
を
軸
に
し
て
、
話
し
合
い
、

助
け
合
い
、
連
携
・
連
係
を
と
り
、
化
学
反
応
さ
せ
て
、

「
変
化
を
吸
収
し
、
幅
広
い
解
決
策
を
」、
そ
し
て
「
技
術

と
腕
を
磨
き
、
解
決
策
の
実
現
を
行
い
」、
そ
れ
に
よ
っ

て
内
制
力
を
向
上
・
発
展
さ
せ
て
い
く
、と
い
う
こ
と
で
す
。」

　

第
２
回
目
、
第
２
部
の
講
師
は
、
東
北
新
社
Ｃ
Ｍ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
中
島
信
也
氏
（
取
締
役
専
務
執
行
役
員
）。

　

も
う
ひ
と
つ
は
「
周
富
徳
理
論
」
で
す
ね
。
か
つ
て
、

周
さ
ん
が
、
と
ん
ね
る
ず
の
石
橋
貴
明
さ
ん
に
究
極
の
麺

を
食
べ
て
も
ら
っ
た
と
き
、
貴
明
さ
ん
が
一
口
食
べ
て
「
え

ぇ
っ
、
周
さ
ん
、
こ
れ
ダ
メ
だ
よ
」「
麺
に
こ
れ
さ
、
ネ
ギ

が
な
い
と
ダ
メ
。
ネ
ギ
」
と
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
と

き
、
周
富
徳
さ
ん
は
「
ネ
ギ
、
そ
れ
面
白
い
ね
。
ち
ょ
っ

と
や
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ
て
、
試
し
て
み
て
、
あ
、
こ

っ
ち
の
方
が
い
い
と
。

　

こ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
ん
で
す
ね
。
広
告
主
さ
ん

が
「
中
島
さ
ん
、
な
ん
か
こ
の
カ
ッ
ト
怒
っ
て
い
る
み
た

い
に
見
え
る
」
…
と
。
で
、「
何
言
っ
て
る
の
」
と
か
言
わ

ず
に
、「
ち
ょ
っ
と
じ
ゃ
あ
別
の
を
探
し
て
み
よ
う
」
っ
て

言
っ
て
、
本
当
に
よ
く
な
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
の
と
き
に
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
と
か
言
っ
て
い
る
と
絶

対
に
い
い
も
の
は
で
き
て
い
か
な
い
。
僕
は
こ
の
周
富
徳

理
論
で
や
っ
ぱ
り
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
な
と
思
う
ん

で
す
。

　

こ
の
周
富
徳
理
論
っ
て
、
顔
色
を
う
か
が
っ
て
好
か
れ

て
い
く
作
戦
で
も
あ
る
け
ど
、
現
場
の
制
作
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
に
も
顔
色
を
う
か
が
っ
て
…
。
現
場
と
い
う
の
は

様
々
な
事
情
が
う
ご
め
き
、
様
々
な
要
因
が
計
画
を
ど
ん

ど
ん
狂
わ
せ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
僕
の
仕
事
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
と
い
う
の
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
制
作
者
、
ス
タ

ッ
フ
、
タ
レ
ン
ト
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
て
、
調
和
さ
せ

テ
ー
マ
は
、「
創
る
仕
事
と
は
」。

気
を
引
い
て
、
顔
色
を
う
か
が
っ
て

楽
し
ま
せ
て
好
か
れ
よ
う
と
す
る
作
戦

　
「
私
が
生
ま
れ
た
の
は
１
９
５
９
年
、
福
岡
県
で
す
が
、

１
歳
で
大
阪
に
行
き
ま
す
の
で
、
福
岡
弁
は
喋
れ
ま
せ
ん
。

…
…
で
、
小
さ
い
と
き
か
ら
何
を
思
っ
て
、
考
え
て
育
っ

て
き
た
か
と
い
う
こ
と
か
ら
話
し
ま
す
。
…
男
の
子
は
、

や
っ
ぱ
り
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
な
い
と
い
け
な
い
と
。
男
の

子
と
い
う
の
は
足
が
速
か
っ
た
ら
勝
手
に
モ
テ
ま
す
か
ら

ね
。
僕
は
足
が
遅
か
っ
た
ん
で
、
モ
テ
な
い
ん
で
す
ね
。

こ
れ
が
僕
の
全
て
で
…
。

　

じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
た
ら
モ
テ
る
ん
や
と
い
う
こ
と
で
。

女
の
子
の
気
を
引
く
た
め
に
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
は

武
蔵
美
で
す
け
ど
、
そ
の
た
び
に
バ
ン
ド
つ
く
っ
て
、
観

客
の
気
を
引
い
て
、
顔
色
を
う
か
が
っ
て
楽
し
ま
せ
て
好

か
れ
よ
う
と
す
る
作
戦
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
２
年
に
東
北
新
社
に
入
り
ま
す
。
Ｃ
Ｍ
業
界
も

何
も
知
ら
ず
に
入
っ
た
の
で
、
と
に
か
く
最
初
の
課
題
は
、

ま
ず
は
怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

怒
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ま
ず
先
輩
の
…
顔
色
を
窺
う
と
。
で
、
楽
し
ま
せ
て
好
か

れ
よ
う
と
す
る
作
戦
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

で
、
83
年
、
Ｃ
Ｍ
演
出
監
督
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
ん

で
す
け
れ
ど
も
…
東
北
新
社
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
シ
ス
テ

て
結
果
と
し
て
好
か
れ
て
い
く
と
い
う
。
僕
自
身
が
好
か

れ
る
と
い
う
よ
り
も
、
出
来
上
が
っ
て
い
く
も
の
が
好
か

れ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。
あ
、
こ

れ
が
僕
の
仕
事
だ
な
と
。
こ
の
根
底
に
流
れ
る
哲
学
み
た

い
な
も
の
が
、
僕
が
名
前
を
付
け
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、「
喜

ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
な
ん
で
す
ね
。

「
喜
ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
を
実
践
す
る

　

制
作
現
場
で
の
「
喜
ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
は
、
最
後
に

表
現
（
Ｃ
Ｍ
）
と
な
っ
て
、
見
る
人
が
そ
の
表
現
に
触
れ
て
、

心
が
少
し
プ
ラ
ス
に
動
く
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

キ
レ
イ
だ
な
、
と
か
、
う
わ
っ
、
カ
ッ
コ
い
い
な
、
と
か
。

新
し
い
！
面
白
い
！
と
か
、
楽
し
い
！
と
か
。
こ
こ
の
「
！
」

（
ビ
ッ
ク
リ
マ
ー
ク
）
が
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
。
う

れ
し
い
な
ー
と
か
、
感
動
す
る
な
ぁ
、
と
か
、
納
得
だ
！

と
か
、
共
感
す
る
！
と
か
、
へ
ぇ
ー
、
と
か
、
ウ
ソ
！
と
か
、

マ
ジ
！
と
か
、
ヤ
バ
い
！
と
か
。
表
現
が
果
た
す
役
割
と

い
う
の
は
、
表
現
に
触
れ
た
人
の
心
が
何
ら
か
の
ビ
ッ
ク

リ
を
感
じ
る
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
し
て
、「
喜
ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
は
、
広
告
に
接
し

た
人
に
喜
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、
広
告
主
さ
ん
と
の
間
に

何
ら
か
の
良
き
関
係
を
作
る
と
い
う
こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

外
資
系
の
広
告
主
さ
ん
は
、
広
告
の
成
果
と
し
て
、「
い

ム
の
会
社
で
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
下
、
当
時
は
Ｃ
Ｍ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
が
原
作
か
ら
脚
本
、
演
出
、
監
督
ま
で
全
部

や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
一
緒
に

や
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
、
そ
の
Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

人
の
ツ
ボ
を
探
っ
て
い
っ
て
、
面
白
い
も
の
を
作
っ
て
、
あ
、

中
島
さ
ん
に
頼
ん
で
や
っ
ぱ
り
良
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う

な
期
待
を
さ
せ
て
演
出
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
く
ん
で
す
け

れ
ど
も
。

　

あ
と
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ
ん
の
、
試
写
を
し
た
時
の
、
あ
、

こ
れ
い
い
の
で
き
ま
し
た
ね
、
中
島
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
み
た
い
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
が
一
番
大
事
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
人
た
ち
が
、
見
た
時
に
ど
う
い
う
ふ

う
に
な
る
の
か
な
と
い
う
顔
を
浮
か
べ
て
作
っ
て
い
く
と

い
う
。

「
ラ
ミ
レ
ス
の
法
則
」
と
「
周
富
徳
理
論
」

　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
も
10
年
20
年
や
っ
て
い
ま
す
と
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
だ
け
自
分
に
自
信
と
い
う
も
の
が

つ
い
て
き
た
り
も
す
る
ん
で
す
が
…
で
も
、
自
分
を
戒
め

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
2
つ
自
分
を
戒
め
る
法
則
が

あ
り
ま
し
て
。

　

ひ
と
つ
は
「
ラ
ミ
レ
ス
の
法
則
」。
ラ
ミ
レ
ス
っ
て
、
ヤ

ク
ル
ト
か
ら
巨
人
に
行
っ
て
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
に
移
っ
た
外

国
人
選
手
で
、
２
０
０
０
本
安
打
を
達
成
し
て
る
ん
で
す

が
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
は
コ
ー
チ
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
と
き
は
、
必
ず
自
分
の
意
見
を
言
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
ね
。
日
本
に
来
て
か
ら
は
、
一
回
「
は
い
、
わ
か
り

ま
し
た
」
と
言
っ
て
か
ら
話
し
合
い
を
し
な
い
と
い
け
な

い
と
。
こ
れ
が
ラ
ミ
レ
ス
の
法
則
で
、
一
応
僕
も
、「
は
い
、

わ
か
り
ま
し
た
」
と
、
声
に
出
し
て
言
わ
な
く
て
も
、
ま

ず
飲
み
込
ん
で
、
ま
ず
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
か
ら
始
め
る

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

い
作
品
が
で
き
ま
し
た
」
と
は
絶
対
言
わ
な
く
て
、「
今

回
は
本
当
に
う
ま
く
い
っ
て
、
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
ま
し
た
」
と
言
い
ま
す
。
ま
さ
に
そ
れ
が
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
の
求
め
る
と
こ
ろ
で
、
企
業
と
生
活
者
と
が
何

ら
か
の
気
持
ち
で
、
あ
、
こ
れ
好
き
だ
な
、
と
か
、
こ
こ

は
面
白
い
よ
ね
、
と
い
う
ぐ
ら
い
の
感
じ
で
つ
な
が
る
。

　

こ
の
「
喜
ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
は
、

想
像
力
で
す
ね
。
例
え
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と
相

手
は
一
体
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
と
か
、
こ
う
い

う
言
い
方
で
本
当
に
相
手
に
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
の
か
な
と

か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
言
う
と
相
手
は
傷
つ
い
て
ま
う
ん

ち
ゃ
う
か
な
と
か
、
あ
れ
こ
れ
と
想
像
す
る
心
で
す
ね
。

勝
手
に
僕
は
「
想
像
心
」
と
言
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。

こ
れ
が
す
ご
く
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

広
告
も
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
事
も
、
ま
ず
は
見
ず
知

ら
ず
の
人
に
お
声
掛
け
を
す
る
と
い
う
、
と
て
も
大
が
か

り
に
見
え
て
、
実
は
本
当
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
、
繊
細
な
行

為
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

モ
テ
た
く
て
も
モ
テ
な
い
か
ら
、
う
ま
く
い
か
へ
ん
な

ぁ
と
い
う
こ
と
で
修
業
を
続
け
て
い
く
と
。
う
ま
く
い
か

な
い
か
ら
、
求
め
続
け
る
。
そ
こ
で
想
像
心
と
い
う
も
の

を
磨
い
て
い
く
と
。「
喜
ん
で
も
ら
イ
ズ
ム
」
を
実
践
す

る
こ
と
は
今
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
僕
の
ひ
と
つ
の

修
行
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

「
想
像
心
を
磨
く
」

中
島 

信
也 

氏
（
東
北
新
社
）
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中島信也氏

編     集    後     記

　いよいよ、３月17日から「GPAアォード」企
画部門の応募が始まります。スローガンを「勝
因は、周到なプロセスにあった。」としています
ように、これは、プロモーションの企画や制作
段階で、「効果性」「社会価値性」「遵法性」
をいかに高めていったかを評価するというも
のです。先の「勝因は…」は、「アォード」にお
いてということ以上に、日々のビジネス（プロ
モーション・サービス）での「勝因」という意味
を持っています。果敢な応募、よろしくお願い
いたします。

消 費 税 増 税 に
関 す る お 知 ら せ

　昨年の政府決定により、本年の４月
１日から、消費税率が５％から８％に引
き上げられます。これに伴い、当協会の
販売物や受講料他の料金が変更となり
ます。
　詳しい料金項目につきましては、別途
ご案内させていただきます。何卒ご理
解・ご了承くださいますよう、よろしく
お願い申し上げます。
　
日本プロモーショナル・マーケティング協会

春近しの風を受け、波乗り具合（プロセス）を楽しむ。
（湘南・七里ヶ浜にて）

（秀）

表紙（文／AD・イラスト）
　　  　　　　　　多田亮三／髙橋 稔	 1
第25 回 ISM養成講座〈報告〉	 2
POPサイネージ④
　複数の専門性を束ねる「統括機能」が
　決め手	 4

「『仕事を創る人』をつくる」講座
　（第 2回）抄録	 5

「GPA アォード」応募開始・告知広告	 8
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